
■資料館の作業日は毎週木曜日の午前中です。
　また、別途、日曜日は展示室を開館しています。（世話人会の委員の方がお世話）
■資料館の座敷ではお茶会が「菟原茶華道会」主宰で開催されます。
　平成29年は、奇数月の第2日曜日に予定されています。（1/15、3/12、5/14、7/9、9/10、11/12）
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住𠮷歴史資料館ご案内

　開館の目的は、「住𠮷に住む人々が郷土を理解し、それ
を子供達に伝え、子供達も郷土に誇りを持ち、ずっと住み
続けたいと思うような町にしたい。住𠮷歴史資料館は文
化・歴史的の面からそれをお手伝いする。」ことです。
　　そのため、以下を行います。
1．本住𠮷神社横田宮司家に伝わる古文書の整理。
　   関係文書、記念物、言い伝えの収集。
2．展示物のメンテ。
　  展示室、座敷を使用しての各種展示の企画。
3．やさしい、楽しいイベントを企画して
　   みんなの地域への理解を深める。
4．「住𠮷歴史資料館だより」を通しての広報。
　   成果の発表。

お願い
広くみなさまからの情報、資料のご提供をお願い致します。
　１． 各町協議会の古い記録類、書類。旧青年団、警防団の旗、写真  など。
２． 各お家に伝わる古い書類、絵図、古文書、写真  など。
３． 各お家に残っている、農耕具、或いは、馬や牛が牽引する荷車（いわゆる“馬力”）の道具類などの労働具。
４． 古い写真（近所、町内、住𠮷村、武庫郡、神戸  など)、小学校の卒業アルバム、卒業証書。
５． 災害時の記録や写真。（阪神大水害、阪神大震災、昭和42年水害  など）
６． 戦時中ののぼり、腕章、たすき、或いはバッジ、記念品など。
７． だんじり、住𠮷祭の写真。（渡御、宮入、宮出し  など）
　　また、長年住𠮷に住んでおられる方々に気軽にむかし話をしていただいております。“ああ、あの人なら、住𠮷
のことよお知ってはる”、という方をご紹介下さい。
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再発見！ 菟原住　、 昔を未来へ

再発見！ 兎原住　、 昔を未来へ
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住吉のまちかど
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とう ろう　　　　　　　　 ご

資料館だより
第13号目次

住吉のまちかど
久原邸と久原橋  大正5年（1916年）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1ページ

日本一の富豪村
住吉村（3）　
住吉歴史資料館事業推進委員
前田康三・・・・・・・・・・・・・2～5ページ

お屋敷の思い出聞き取り（１）
住吉歴史資料館事業推進委員
内田雅夫・・・・・・・・・・・・・6～8ページ

明和六年（１７６９年）
住吉村は幕府の直轄領となる
神戸大学大学院人文学研究科地域連携  
　センター研究員
奈良教育大学准教授
住吉歴史資料館専門委員
山﨑善弘・・・・・・・・・・・9～１1ページ

～ 久原邸と久原橋 大正5年（1916年）～

●住吉歴史資料館の刊行物●
１．本住吉神社詳誌　平成22年5月刊

２．兎原だんじり本　平成13年刊
　   〈在庫なし〉

３．住吉歴史年表　 平成19年刊

４．資料館だより創刊号、   第３号 〈在庫なし〉
　  資料館だより第２号
       資料館だより第４号～13号

５．資料館だより臨時増刊
　  住吉谷の水車展
　 （平成22年秋イベントの冊子資料）

６．阪神淡路大震災資料集 Ⅰ    住吉の記憶
       平成27年3月刊  〈在庫なし〉

　　

　ちょうど１００年前の久原邸と久原橋です。住吉駅北側の道を東へ行くとやがて住吉川の土
手の急な坂道となり登り切ったところにかかる橋で「くはら・ばし」と読みます。邸宅の跡地に
はオーキッドコートの高層建築がたちならんでいます。
　久原橋のあたりはタクシーが待機したり、営業の車が一休みしたり、携帯電話を掛けたりしてい
ます。すぐ下はＪＲの線路で天井川である住吉川の下を抜けるトンネルになっています。お母さんと
だっこされた赤ちゃんが川の下を通り抜ける電車に手を振ったりしています。この１３号の７ページで
現在の風景の写真を掲載しています。くらべてみて下さい。
　オーキッドコートは明治３７年（１９０４年）に政治家で実業家であった久原房之助さんが   
大邸宅を構えた跡です。政友会総裁、逓信大臣、久原鉱業社長などを勤めた久原財閥の 
総帥（トップリーダー）の超大富豪でした。
　久原邸の正門は久原橋を渡ったところにあり、実は、久原橋は、久原さんが住吉駅に通う
のに便利なようにと特に架けたものです。だから「久原橋」といいます。
　朝、正門が開くと、馬のひづめの音がカッカッカッと響き馬車に乗った久原さんが久原橋を
渡り住吉駅に向かいました。また、甲南学園甲南小学校までは正門から５分程度。この写真
は甲南小学校で大切に保管されているものをお貸し出し頂きました。
　久原邸は、むかしの武庫郡本山村野寄（東灘区西岡本）にありましたが、正門と久原橋
は住吉につながっており、久原邸は住吉村の大邸宅群に含めて語られることが多いです。
　１００年ほど前の風景ですが、とても想像できませんね。

編集後記
　神戸大地域連携センター山﨑先生のご指導を得るようになってもう半年以上、今回１３号で初めて書いて頂きま
した。尼崎藩の領地であった住吉村が明和六年（１７６９年）に幕府直轄領になる経緯です。住吉では、江戸時代
中期以降原始的ながら産業資本が生まれようとしていたようです。先生は近世がご専門で、今後、お宮さんにあ
る古文書の解読を進めて頂ければ、もっと色々なことがわかってくると思います。
　１１号から開始した「日本一の富豪村　住吉村」が大好評、今号で３回目となります。人気の理由は、夢のよう
な大邸宅が住吉にはずらっと並んでいたのがまず信じられない、が一番でした。という訳で、１３号でも書いてみま
した。大富豪たちと住吉の人たちとの交流、住吉村への溶け込み、そして、空襲を免れた邸宅は敗戦後接収され
外人が乗り込んできたことに触れています。そして、皆さまお待ちかね１３号でも資料館で収集した邸宅の写真を
大公開サービスしました。日本文化の保護者継承者でもあった邸宅のご主人、奥様方の生活を想像してみて下さい。
　毎年、１１月は、住吉小学校、住吉中学校、渦が森小学校３校合同のお茶会があり、展示では「住吉の交通の
発達展」を行いました。庄屋さんの吉田家が官営鉄道開設に尽力したこと、これが大住宅地になっていくきっかけ
となったことなどを解説しました。
　また、１１月は住吉中学生たちが「トライやるウイーク」で資料館での仕事を体験してくれています。住吉のみ
んなが「住吉学」のプロになってほしいものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（M.U. 記）
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